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私
は
京
都
大
学
に
５
年
間
在
籍
、

６
回
下
宿
を
変
わ
っ
た
が
、
結
局
ク

ー
ラ
ー
も
テ
レ
ビ
も
な
い
暮
ら
し
で
、

テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ

ん
な
私
が
放
送
局
に
就
職
し
た
の
は

不
思
議
な
縁
だ
。
全
共
闘
運
動
が
盛

ん
で
、
後
半
は
授
業
も
試
験
も
ほ
と

ん
ど
な
く
リ
ポ
ー
ト
ば
か
り
。
私
は

こ
れ
幸
い
と
５
年
間
、
大
学
の
演
劇

サ
ー
ク
ル
で
芝
居
に
興
じ
て
い
た
。 

し
か
し
、
友
人
の
多
く
が
就
職
し

た
の
を
見
て
５
回
生
の
春
、
文
学
部

の
事
務
室
に
就
職
相
談
に
出
か
け
た
。

「
朝
日
放
送
と
毎
日
放
送
か
ら
、
大

学
へ
推
薦
依
頼
が
来
て
い
る
。
こ
こ
に

あ
る
割
り
箸
に
、
４
と
６
が
書
い
て
あ

る
」と
７
～
８
本
の
割
り
箸
の
束
を
握

り
、
そ
れ
を
引
い
た
。
そ
れ
が
４
だ
っ

た
。
６
を
引
い
て
い
た
ら
６
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
朝
日
放
送
へ
の
大
学
推
薦
だ
っ
た

が
、
４
の
箸
が
４
チ
ャ
ン
ネ
ル
毎
日
放

送
へ
の
入
社
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
何

回
か
の
試
験
を
経
て
入
社
が
決
ま
っ

た
が
、
配
属
さ
れ
た
の
は
、
演
劇
の
経

験
を
生
か
せ
る
テ
レ
ビ
制
作
部
で
は

な
く
、
報
道
局
テ
レ
ビ
報
道
部
だ
っ
た
。 

 サ
ツ
回
り
か
ら 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
へ 

21
年
間
の
報
道
生
活
は
、
型
ど

お
り
、
大
阪
府
警
放
送
記
者
ク
ラ
ブ

を
振
り
出
し
に
、
市
役
所
、
府
庁
な

ど
を
回
り
、
こ
の
間
に
は
懐
か
し
い
京

都
支
局
や
ラ
ジ
オ
報
道
部
も
経
験

し
た
。
１
０
０
時
間
の
時
間
外
労
働

は
当
た
り
前
、
総
選
挙
に
な
る
と
、

会
議
室
に
寝
袋
を
持
ち
込
ん
で
２
０

０
時
間
の
残
業
と
、
今
で
は
考
え
ら

れ
な
い
無
茶
苦
茶
な
職
場
だ
っ
た
。 

そ
し
て
、
時
折
の
内
勤
・
遊
軍
の
時

に
機
会
が
廻
っ
て
き
た
。 

私
の
入
社
の
頃
は
Ｎ
Ｅ
Ｔ
系
列
で

『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
現
代
』
と
い
う
ネ

ッ
ト
番
組
が
あ
り
、
瀬
戸
内
の
島
々

を
回
る
伊
勢
太
神
楽
の
一
つ
の
組
を

追
っ
て
、
ア
リ
フ
レ
ッ
ク
ス
と
い
う
16

㎜
カ
メ
ラ
と
小
型
の
録
音
機
で
30

分
番
組
を
作
っ
た
。 

編
集
・
選
曲
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
録
り

な
ど
で
、
ひ
と
つ
の
番
組
が
で
き
て
い

く
の
が
面
白
く
楽
し
く
、
番
組
作
り

に
魅
了
さ
れ
た
。 

 Ｊ
Ｎ
Ｎ
系
列
へ 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
が
テ
レ
ビ
朝
日
と
な
り
、
全

国
に
○
○
朝
日
テ
レ
ビ
と
い
う
新
局

が
誕
生
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
で
大
阪

だ
け
に
毎
日
放
送
と
い
う
異
質
な
局

が
あ
る
事
を
、
業
界
で
は「
大
阪
の
腸

捻
転
」と
言
っ
た
。 

こ
れ
が
解
消
さ
れ
た
の
が
、
昭
和

50
年
。
そ
の
経
緯
は
辻
一
郎
氏
の
著

作
に
詳
し
い
の
で
省
く
が
、
私
に
も
テ

レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
し
て
輝
か

し
い
歴
史
を
持
つ『
テ
レ
ビ
ル
ポ
ル
タ

ー
ジ
ュ
』
（
テ
レ
ル
ポ
）
と
い
う
番
組
に

参
加
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。 

テ
レ
ル
ポ
で
は
当
時
の
京
都
ブ
ー
ム

を
皮
肉
る『
な
の
に
あ
な
た
は
京
都
へ

行
く
の
』
な
ど
４
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
を
作
っ
た
が
、
師
匠
と
し
て
基

本
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
巨

匠
と
い
う
異
名
を
持
つ
石
田
晃
三
さ

ん
だ
。「
パ
ン
は
す
る
な
」「
ズ
ー
ム
は

割
り
箸
で
決
め
た
Ｍ
Ｂ
Ｓ
で 

報
道
局
に
配
属
さ
れ
、数
多
く
の 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
制
作 
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す
る
な
」
を
は
じ
め
、
原
稿
を
徹
底

的
に
カ
ッ
ト
し
、
４
０
０
字
詰
め
の
原

稿
用
紙
１
枚
分
が
１
０
０
字
ど
こ
ろ

か
、
た
っ
た
７
文
字
だ
け
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
よ
く
教
え
て
も
ら
っ
た

が
、
よ
く
飲
み
も
し
た
。
当
時
、
千
里

丘
に
あ
っ
た
会
社
か
ら
梅
田
へ
出
て

呑
み
、
最
後
に
阪
急
電
車
の
雲
雀
丘

花
屋
敷
駅
に
近
い
ご
自
宅
ま
で
送
る

途
中
「
お
い
！ 

ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
こ
」

と
十
三
の
ト
リ
ス
バ
ー
に
寄
る
こ
と

も
多
々
あ
っ
た
。
定
年
を
待
た
ず
に

亡
く
な
っ
た
が
、
懐
か
し
い
時
代
の
思

い
出
と
、
私
の
師
匠
へ
の
感
謝
は
、
尽

き
る
こ
と
は
無
い
。 

 海
外
取
材
へ 

初
め
て
の
海
外
取
材
は
、
昭
和
52

年
１
月
、
シ
リ
ア
・
イ
ラ
ク
へ
の『
キ
ャ

ラ
バ
ン
Ⅱ
』取
材
だ
っ
た
。
朝
の
ワ
イ
ド

番
組
『
お
は
よ
う
７
０
０
』
の
人
気
コ

ー
ナ
ー
、『
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
サ
ン
デ

ー
』
と
い
う
軽
快
な
音
楽
を
バ
ッ
ク
に
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
か
ら
東
京
ま

で
を
リ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
走
破
す
る

人
気
コ
ー
ナ
ー
で
、
私
の
担
当
は
シ
リ

ア
の
ダ
マ
ス
カ
ス
か
ら
イ
ラ
ク
の
バ
グ

ダ
ッ
ド
へ
の
旅
。
15
分
番
組
を
10
本

制
作
し
、
毎
日
、
放
送
す
る
の
だ
。 

２
月
の
ダ
マ
ス
カ
ス
は
私
た
ち
取
材

班
を
雪
で
迎
え
て
く
れ
た
。
リ
ポ
ー

タ
ー
は
山
形
出
身
の
土
井
か
つ
え
さ

ん
。
典
型
的
な
東
北
美
人
だ
が
、
気

が
強
く
て
何
度
も
衝
突
し
た
。
し
か

し
、
地
中
海
に
面
し
た
ダ
マ
ス
カ
ス
は

果
物
も
旨
く
、
そ
の
上
ベ
ー
ル
を
被

ら
な
い
シ
リ
ア
の
女
性
の
美
し
さ
は

素
晴
ら
し
か
っ
た
。 

古
都
、
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
ロ
ー
マ
時
代

の
遺
跡
群
の
町
パ
ル
ミ
ラ
へ
、
訪
れ
る

人
も
少
な
く
、
あ
ち
こ
ち
に
ロ
ー
マ
時

代
の
古
銭
が
落
ち
て
い
た
。
ア
レ
ッ
ポ

も
パ
ル
ミ
ラ
も
今
は
内
戦
で
荒
れ
果

て
て
い
る
と
聞
く
が
、
せ
め
て
ロ
ー
マ

の
古
銭
を
一
枚
で
も
拾
っ
て
お
け
ば

と
惜
し
ま
れ
る
。 

土
井
さ
ん
熱
望
の
ラ
ク
ダ
に
乗
っ

た
り
、
砂
漠
の
民
・ベ
ド
ウ
ィ
ン
族
の
ハ

ー
レ
ム
取
材
で
は
、
男
の
カ
メ
ラ
マ
ン

は
ダ
メ
だ
と
言
う
の
で
土
井
さ
ん
が

即
席
カ
メ
ラ
マ
ン
に
な
っ
た
り
、
初
め

て
の
海
外
取
材
は
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。 

          

こ
の
旅
の
収
穫
は
意
外
な
と
こ
ろ

に
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
文
学
専
攻
の
私

が
、
そ
れ
ま
で
一
度
も
読
ん
だ
こ
と

の
な
か
っ
た
時
代
小
説
を
知
っ
た
こ
と

だ
。
シ
リ
ア
砂
漠
の
真
ん
中
で
ド
ラ
イ

バ
ー
が
教
え
て
く
れ
た『
竜
馬
が
ゆ
く
』

に
す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
、
帰
国
後
、

司
馬
遼
太
郎
な
ど
時
代
小
説
を
読

み
尽
く
し
た
。 

２
年
後
、
Ｍ
Ｂ
Ｓ
開
局
20
周
年
記

念
番
組
と
し
て
京
大
探
検
部
を
メ
イ

ン
に
、
ス
ー
ダ
ン
の
北
部
に
あ
っ
た
と

い
う
女
王
国
と
、
ス
ー
ダ
ン
南
部
（
現

在
の
南
ス
ー
ダ
ン
）
の
少
数
民
族
「
ロ
コ

ロ
族
」
を
民
俗
学
的
に
調
査
す
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
企
画
し
た
。
（
こ
の

時
、
同
行
し
た
探
検
部
の
部
長
、
吉

田
憲
司
さ
ん
が
、
後
に
国
立
民
族
学

博
物
館
の
館
長
に
な
ろ
う
と
は
、
勿

論
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
） 

機
材
は
Ｅ
Ｎ
Ｇ
カ
メ
ラ
だ
が
、
初
期

の
頃
で
10
㎏
に
も
な
る
重
い
ア
ン
プ

部
分
と
ケ
ー
ブ
ル
で
繋
が
っ
て
い
た
。

こ
の
ア
ン
プ
を
担
ぐ
の
は
途
轍
も
な
い

重
労
働
だ
っ
た
。 

し
か
し
、
問
題
は
Ｅ
Ｎ
Ｇ
カ
メ
ラ
を

動
か
す
バ
ッ
テ
リ
ー
の
充
電
だ
っ
た
。

発
電
機
は
持
っ
て
い
く
が
燃
料
は
調

達
で
き
る
の
か
？ 

そ
こ
で
松
下
電
器

（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
の
電
池
部
門
と
相

談
の
上
、
太
陽
電
池
の
パ
ネ
ル
を
２

枚
持
っ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

            

砂漠でラクダに乗る土井かつえさん 

即席カメラマンの土井さん 

スーダン、メロエの遺跡にて 
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南
ス
ー
ダ
ン
の
首
都
ジ
ュ
バ
か
ら
エ

チ
オ
ピ
ア
国
境
に
近
い
悪
路
を
百
キ

ロ
余
り
、
途
中
の
宿
で
、
南
十
字
星

を
見
な
が
ら
一
泊
し
て
、
取
材
班
は

目
的
地
ロ
コ
ロ
族
の
村
に
入
っ
た
。 

                           

ロ
コ
ロ
の
人
た
ち
は
友
好
的
で
、
ア

ッ
と
言
う
間
に
ま
ず
子
供
た
ち
が
、

そ
し
て
、
女
や
男
が
カ
メ
ラ
の
周
り
に

集
ま
っ
て
き
た
。
男
は
狩
り
に
、
女
は

ヒ
エ
の
一
種
の
穀
物
を
作
り
、
よ
く
働

い
て
た
。 

昼
間
の
気
温
は
40
度
を
超
え
る

が
、
木
陰
に
入
れ
ば
気
持
ち
良
い
昼

寝
が
で
き
る
。
ロ
コ
ロ
の
人
た
ち
が
作

る
地
酒
を
飲
み
な
が
ら
涼
し
い
朝
と

昼
を
中
心
に
、
取
材
は
１
か
月
続
い

た
。 ロ

コ
ロ
の
村
の
滞

在
は
１
か
月
、
私

た
ち
を
こ
こ
に
運

ん
で
き
て
く
れ
た

ガ
イ
ド
が
迎
え
に

来
て
く
れ
る
か

が
、
唯
一
の
心
配

だ
っ
た
。
電
話
も

無
線
も
な
い
小

さ
な
村
。
百
ド
ル

札
を
半
分
に
切

り
、
帰
っ
て
来
た

ら
残
り
を
渡
す

と
い
う
の
が
た
っ

た
一
つ
の
頼
り
だ

っ
た
が
、
約
束
通

り
帰
っ
て
き
た
ガ

イ
ド
と
は
そ
の
後

も
連
絡
が
続
き
、

日
本
へ
招
待
し
て
自
宅
の
風
呂
に
も

入
っ
て
も
ら
っ
た
。 

（
し
か
し
、
今
は
ス
ー
ダ
ン
内
戦
が

続
き
、
消
息
は
分
か
ら
な
い
） 

ジ
ュ
バ
へ
戻
り
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
し

た
エ
チ
オ
ピ
ア
製
ビ
ー
ル
の
旨
か
っ
た

こ
と
！ 

体
が
震
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

生
涯
で
あ
れ
ほ
ど
旨
か
っ
た
ビ
ー
ル
は

な
い
。
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・
ビ
ー
ル
の
小
瓶

は
い
ま
も
私
の
部
屋
に
あ
る
。 

太陽電池のパネル 

ロコロ族の子供たち ロコロは男も女もよく働く 

ヒエの一種で作った地酒が唯一の楽しみ。 

ヒョウタンの器にたかるハエを追いながら飲む 

アンプを担ぐ技術者と 

その前で撮影するカメラマン 
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こ
の
後
、
文
化
大
革
命
後
の
上
海

を
ル
ポ
し
た『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上

海
』
を
制
作
し
、
そ
の
後
は
ま
た
も
や
、

文
明
と
は
遠
い
地
域
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
製
作
者
と
な
っ
た
。 

 『
聖
な
る
処
女
峰
ナ
ム
ナ
ニ 

初
登
頂
』 

１
９
８
４
年
当
時
、
未
踏
峰
と
し

て
は
世
界
で
二
番
目
の
高
峰
、
中

国
・
チ
ベ
ッ
ト
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ナ
ム
ナ
ニ

峰
（
７
６
９
４
ｍ
）
へ
初
登
頂
を
目
指
し
、

中
国
登
山
協
会
・
京
大
学
士
山
岳

会
・
同
志
社
大
学
山
岳
会
の
合
同
登

山
が
計
画
さ
れ
た
。 

私
の
趣
味
は
ヨ
ッ
ト
で
、
山
登
り
は

高
校
時
代
、
北
ア
ル
プ
ス
の
白
馬
岳

に
集
団
登
山
し
た
以
外
経
験
も
な

く
、
興
味
も
な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
１

９
７
２
年
に
、
チ
ベ
ッ
ト
の
高
峰
に
、

京
大
学
士
山
岳
会
が
初
登
頂
し
、
彼

ら
が
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
を
構
成
、
編

集
し
た
こ
と
か
ら
こ
の
番
組
の
企
画

に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

そ
の
当
時
、
私
は
大
阪
大
学
の
木

村
重
信
教
授
と
協
力
し
て
、
南
太
平

洋
の
巨
石
文
化
を
探
る
企
画
を
立
て

て
お
り
、
打
合
せ
を
重
ね
て
い
た
が
、

上
司
か
ら
の
命
令
で
チ
ベ
ッ
ト
の
は
る

か
奥
地
へ
偵
察
に
３
か
月
、
登
頂
に
４

か
月
の
山
岳
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
（
南
太
平
洋
取
材
は
別
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
回
さ
れ
た
）。 

取
材
予
算
も
数
千
万
円
、
失
敗
し

た
と
き
に
も
作
れ
る
よ
う
様
々
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
取
材
を
し
た
り
、
登
山
訓

練
や
高
山
病
に
備
え
て
の
低
圧
室
に

入
っ
た
り
し
な
が
ら
、
ま
ず
１
年
目
の

偵
察
隊
に
同
行
し
た
。
北
京
か
ら
空

路
ウ
ル
ム
チ
へ
、
そ
し
て
、
ウ
イ
グ
ル
族

の
町
カ
シ
ュ
ガ
ル
へ
。
そ
こ
ま
で
は
ホ
テ

ル
が
あ
っ
た
が
、
以
後
、
ナ
ム
ナ
ニ
の
麓

ま
で
は
、
軍
隊
の
駐
屯
地
や
基
地
で

泊
ま
り
な
が
ら
の
２
千
㎞
近
い
キ
ャ

ラ
バ
ン
だ
っ
た
。 

             

道
を
踏
み
外
せ
ば
数
百
ｍ
の
谷
へ

落
下
す
る
悪
路
を
、
ひ
た
す
ら
車
で

走
る
こ
と
２
週
間
。
４
千
ｍ
を
超
え
る

峠
を
幾
つ
も
越
え
て
の
旅
は
、
高
山

病
の
た
め
か
、
ほ
と
ん
ど
憶
え
て
い
な

い
。 

 初
登
頂
へ 

翌
85
年
４
月
京
大
・
同
志
社
の
合

同
登
山
隊
23
名
は
大
阪
を
出
発
、

ウ
ル
ム
チ
か
ら
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
町
カ

シ
ュ
ガ
ル
へ
。
そ
し
て
こ
こ
で
中
国
隊
と

合
流
、
コ
ッ
ク
や

ト
ラ
ッ
ク
の
運

転
手
、
あ
わ
せ

て
総
勢

60

名

は
数
台
の
車
に

分
乗
、
ま
た
も

や
２
千
㎞
の
悪

路
を
高
山
病
に

悩
ま
さ
れ
な
が

ら
走
破
し
、
ナ

ム
ナ
ニ
峰
の
麓

に
辿

り

着

い

た
。 標

高
５
６
０

０
ｍ
の
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
へ
は
牛
の

一
種
ヤ
ク
60

頭
を
使
っ
て
大
量
に
機
材
を
荷
揚
げ

し
、
ル
ー
ト
偵
察
を
繰
り
返
し
た
。
そ

し
て
５
月
26
日
、
第
一
次
登
頂
隊
８

人
が
初
登
頂
に
成
功
し
た
。 

現
地
で
取
材
班
に
言
い
続
け
た
の

は「
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
、
無
理
は

す
る
な
、
生
き
て
帰
ろ
う
」
だ
け
だ
っ

た
。 高

山
病
で
息
が
苦
し
く
、
食
べ
ら

れ
な
い
毎
日
、
楽
し
み
は
当
時
京
大

の
助
手
だ
っ
た
井
上
治
郎
隊
員
と
、

後
援
の
宝
酒
造
か
ら
頂
い
た
日
本
酒

峠を幾つも越えての旅もほとんど覚えていない 

ナムナニ頂上にて 
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を
薬
缶
で
沸
か
し
、
こ
っ
そ
り
と
酌
み

交
わ
す
夜
だ
っ
た
。
ナ
ム
ナ
ニ
登
山
で

は
一
人
の
犠
牲
者
も
出
な
か
っ
た
が
、

井
上
治
郎
さ
ん
は
数
年
後
、
同
じ
中

国
の
山
を
登
山
中
、
雪
崩
に
巻
き
込

ま
れ
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 ※
編
集
部
よ
り
：
こ
の
番
組
の
短
縮

版
が
、YouT

ube

で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。 

     終
わ
り
に 

定
年
退
職
後
、
大
学
教
員
と
し
て

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
教
え
る
こ
と
に

な
っ
て
、
イ
チ
か
ら
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
を
勉
強
す
る
事
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
存
在
も
知
ら
な
か
っ
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
研
究
書
の
古
典
、
ポ
ー
ル
・

ロ
ー
サ
の『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ィ
映
画
』

か
ら
、
森
達
也
の『
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
は
嘘
を
つ
く
』
ま
で
を
読
み
、
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
父
と
言
わ
れ

る
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ハ
テ
ィ
の『
極
北
の

怪
異
』
か
ら
、
編
成
部
長
時
代
の
知

り
合
い
を
頼
り
に
、
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
の
木

村
栄
文
さ
ん
の
作
品
や
、
Ｃ
Ｂ
Ｃ
や

Ｈ
Ｂ
Ｃ
の
名
作
を
拝
借
し
、
受
講
生

と
一
緒
に
観
た
。
勉
強
に
な
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
ん
な
勉
強
は
局
勤
務

の
と
き
に
は
で
き
な
か
っ
た
ろ
う
し
、

し
て
い
た
ら
き
っ
と
、
私
に
は
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
は
作
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う

と
改
め
て
思
う
。 

 太
田 

恒
一 

略
歴 （お

お
た
・
こ
う
い
ち
） 

１
９
７
１
年
４
月 

（株
）毎
日
放
送
入
社 

同
年
７
月 

報
道
局
テ
レ
ビ
報
道
部
に
配
属
、

記
者
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ロ
ー
カ
ル

ワ
イ
ド
ニ
ュ
ー
ス
編
集
長
な
ど
を
歴

任 

１
９
９
４
年
７
月 

テ
レ
ビ
編
成
局
テ
レ
ビ
編
成
部
長 

１
９
９
５
年
１
月
17
日 

阪
神
・淡
路
大
震
災
発
生 

１
９
９
７
年
７
月 

テ
レ
ビ
編
成
局
次
長
兼
宣
伝
部
長 

１
９
９
９
年
７
月 

テ
レ
ビ
編
成
局
専
任
局
長
兼
放
送

運
営
セ
ン
タ
ー
長 

２
０
０
３
年
７
月 

メ
デ
ィ
ア
局
長 

２
０
０
８
年
３
月 

毎
日
放
送
を
定
年
退
職 

２
０
０
８
年
４
月 

大
阪
芸
術
大
学
放
送
学
科
教
授

に
就
任 

２
０
１
８
年
３
月 

大
阪
芸
術
大
学
教
授
を
退
任 
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